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河川に適したコクチバス駆除方法の開発 

［要約］河川におけるコクチバスの繁殖抑制を目的とした人工産卵床を開発した。人工産卵床

に産卵させることにより、卵の駆除を効率化し、抑制効果に一定の成果を得た。 
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［背景・ねらい］ 

特定外来生物コクチバスは、県内河川で生息域を拡大しているが、河川に適した効果的な

駆除方法が確立されていない。 

これまでに湖沼で開発した駆除方法は、目視確認した産卵床を駆除するものであるため、透

明度が低く、流れのある河川では応用が困難である。 

このことから、河川に適した駆除方法を開発する。 

 

［内容］ 

１ 市販プラスチック製ザルや寒冷紗などの部材で作製した人工産卵床※１をコクチバスの産卵

適地に設置し、産み付けられた卵を陸上に日干し駆除する（写真１及び２）。 

（１）設置場所 ワンド※２などの流れが緩やかで、川底に砂礫があるところ 

（２）駆除期間 雪解け水が落ち着き、河川水位が低下し、水温が 15℃に達した頃に開始、水

温が 20℃に達した頃を目処に終了（約１カ月間）。 

（３）駆除作業 １～２日置きに産卵状況を確認。作業は２人で、要する時間は１日当たり２～３

時間（26 基設置した場合）。 

※１ 作製方法の詳細は「新潟県内水面水産試験場 HP」を参照 

※２ 河川内の陸地や河川構造物で囲まれてできる入り江状の水域 

２ １カ月間の設置（駆除実施日数 16 日、実作業時間 40 時間）で、ふ化前の卵約８万粒の駆

除が可能（表１）。この卵数は将来の親魚 130 尾に相当する（図１）。 

 

［導入効果］ 

１ 河川でのコクチバスの繁殖抑制が図られ、漁業権対象魚種などの在来魚への食害が抑制

される。 

２ 親魚を直接駆除する方法に比べ、少ない労力（日数・人数）で同程度の駆除効果が期待さ

れる。 

 

［導入対象］ 

内水面漁業協同組合、ＮＰＯ法人 

 

［留意点］ 

１ 設置前に流域を探索し、適地を確認しておく必要がある。 

２ 設置の際には、河川管理者との調整が必要となる。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

表１　人工産卵床によるコクチバス卵駆除実証試験結果（平成29年）

種類（方式） 設置数 駆除日数（延べ） 従事者数（延べ） 産卵期間 産卵回数（延べ） 駆除卵数

寒冷紗 16 16 62,256

黒色ザル 10 10 18,947

合　計 26 26 81,203
※作業時間は１日当たり平均2.5時間

5/24～
     6/2716 32

 

                              

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 平成 29 年度駆除卵数の親魚換算尾数 

［その他］ 

研究課題名：内水面外来魚抑制管理対策事業 

予 算 区 分：国委政策（河川流域等外来魚抑制管理技術開発事業） 

研 究 期 間：平成 27～29 年度 

発表論文等：河川流域等外来魚抑制管理開発事業報告書（平成 30 年３月 水産庁）掲載 

写真２ 人工産卵床２種（左：寒冷紗方式，右：黒色ザル方式） 

写真１ 人工産卵床作製に用いる部材（左：プラスチックザル、右：寒冷紗） 

 

部材  

完成外観  

※参考 

表２ 県内の内水面漁協における刺し

網によるコクチバス駆除実績 

 

 規格：遮光率 90％ 

 

中に小石を敷く  

  

駆除日数（延べ） 従事者数（延べ） 駆除尾数

H27 134 172 109
H28 138 185 230
H29 98 147 100

 

規格例：上部径 50 ㎝ 

底部径 27 ㎝ 

高さ 14 ㎝  

  


